







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































26 政務院、 r中華人民共和国労働保険条例」を公布 (21〕
27 「台・琉貿易協定」発効〔2〕
28 国民党中央改造委貝会、「中国国民党党政関係大綱」
3月
を採択〔19〕
6 李窟春、国営企業に対する経済計算管理の実施を指示
〔1〕
8 中共中央、全国組織会議を開催（「党の基陪組織の整
頓についての決議」を採択）〔21〕
29 政務院、「1951年度財政収支系統の画分についての決
定」を公布〔1〕
4月
4 台湾省政府、「日本語昔藉管理塀法」を実施〔2〕
15 (台湾）県・市長選挙を実施〔2〕
5月
2 アメリカ軍事顧問団、台北で成立〔4〕
15 香港政庁、「1951年辺境区域封鎖命令」を発令〔31〕
16 政務院、「少数民族を蔑視・侮辱する呼称・地名・碑
額の処理についての指示」を公布 (12〕
18 国連総会、「中国・北朝鮮への軍需品輸送の禁止、商
品の禁輸・統制についての決議案」を採択 (6〕
20 『人民日報』、社説「映画〈武訓伝〉について討論し
よう」を掲載〔21)
21 パキスタンと国交樹立〔1〕
23 中央人民政府とチベット政府、「チベットの平和解放
についての協定 (17条協定）」に調印〔21、34〕
25 毛沢東、「チベット進軍訓令」を発令 (37〕
25 国府立法院、「375減租条例」を採択〔19〕
30 パンチェン・ラマ、「17条協定」を支持〔36〕
6月
13 ダライ・ラマ、張経武（中央人民政府の駐チベット代
表）とヤトゥンで会見〔37〕
29 台湾で「旧日本人所有地の払い下げ」を実施〔30〕
7月
16 公安部、「城市戸口条例」を公布〔l〕
8月
17 ダライ・ラマ、ラサに帰還 (34〕
19 ソ連への第1次留学生375人、出発 (l〕
9月
9 中共中央、互助合作会議開催（「牒業生産互助合作に
ついての決議（草案）」を採択）〔21〕
18 周恩米、中国不参加の対日講和条約は無効であると声
明〔6)
10月
1 政務院、「学制改革についての決定」を公布〔12〕
12 『毛沢東選集』第1巻、人民出版社より出版〔l〕
22 最高人民法院成立〔13〕
24 ダライ・ラマ、「17条協定」支持を毛沢東に打電〔32〕
96 
26 人民解放軍、ラサに進駐〔32〕
1月
30 中共中央、「学校で思想の改造と組織の整理を行うこ
とについての指示」を示達 (21〕
12月
8 中共中央、「反汚職闘争を大々的に展開することにつ
いての指示」を示達（全国で「3反」運動を開始） (21〕
11 台湾省臨時議会成立〔19〕
14 国府立法院、「兵役法」を採択〔19〕
1952年1月
26 中共中央、「都市部で大規模かつ徹底的な〈5反）闘争
を展開することについての指示」を示達〔21〕
2月
1 国民党中央改造委貝会、「反共抗ソ総動貝運動継領」
を採択〔19〕
6 中国文字改革研究委貝会成立〔3〕
4月
6 中共中央、「チペット工作方針についての指示」を示
達〔13〕
17 台湾省地政局、地籍調査の統計結果を発表〔2〕
21 中央人民政府、「中華人民共和国汚職処罰条例」を公
布〔l〕
28 日本政府、国府と「日〈華〉平和条約」に調印 (8月5
日発効）〔19〕
28 パンチェン・ラマ、ラサに到;,'r(34) 
5月
10 台湾省政府、国民兵訓練の実施を決定〔2〕
6月
1 日本と中国、北京で「民間貿易協定」に調印〔18〕
18 (日本）外務省、「中華民国」が中国を代表する唯一
の合法政府であると声明〔2〕
27 政務院、「全国各級人民政府・党派・団体と所属事架
単位の国家工作人貝の公費医療・予防についての指示」
を示追〔1)
27 政務院、公安部「反革命分子統制暫行塀法」を批准
(1〕
8月
8 中央人民政府、「中華人民共和国民族区域自治実施綱
要」を公布〔12〕
11 公安部、「治安保衛委貝会暫行組織条例」を公布〔1〕
23 国府行政院、「台湾省各級典会改進暫行雛法」を採択
(2) 
9月
17 国府立法院、「華僑投査奨励絣法」を採訳 (1〕
＊ 全国の土地改革、基本的に達成〔12〕
＊ 毛沢束、「過渡期の総路線」に言及〔21〕
10月
10 国民党7全大会、台北で開催〔19〕
10 人民解放軍チペット軍区成立 (32〕
31 中国宵年反共抗俄救国団、台北で成立〔29〕
11月
15 中央人民政府、中央文盲一掃工作委貝会の樹立を決定
〔13〕
12月
11 人民革命軍事委貝会・政務院、「中華人民共和国民兵
組織暫行条例」を公布〔l〕
＊ （この年）工業・農業主要産品の生産額、史上最高を
記録〔3〕
1953年1月
1 『人民日報』、「本年は大規模な経済建設の第1年とな
るであろう」との社説を掲戟（第1次5カ年計画の開始）
〔12〕
1 台湾で第1次経済4カ年計画開始〔27〕
26 台湾で「耕者有其田」を実施〔27〕
30 (日本）通産省、中国向け輸出禁止品目中100品目の
解除を公表 (1954年6月18日までに400品目を解除）〔6〕
2月
15 中共中央、「罠業生産互助合作についての決議」を正
式決定〔21〕
15 日本赤十字社・日中友好協会・日本平和連絡委貝会と
3月
中国紅十字会、在中国日本人の引き掲げについて第1
回公式会議を北京で開催 (3月5日、「共同コミュニケ」
に署名）〔6〕
1 中央人民政府、「中華人民共和国選挙法」を公布〔l〕
23 中国からの初めての引き揚げ船、舞館に入港〔6〕
4月
＊ 中央人民政府政務院、「牒民の都市盲流をおし止める
ことについての指示」を公布〔l〕
5月
15 中国とソ連、ソ連の対中経済援助に関する文害に調印
〔l〕
6月
1 r人民中国』日本語版発行〔6)
15 毛沢東、中央政治局拡大会議で「過渡期の総路線」を
提起〔21〕
＊ 全国で民族民間音楽の収集工作を開始 (1〕
7月
27 彰徳懐、中国人民義勇軍に停戦命令を発令〔3〕
8月
11 政務院、衛生部「避妊と人工流産辮法」を批准〔1〕
22 国府軍、アメリカ軍と合fi']軍事演習を実施〔20〕
10月
15 毛沢束、互助合作の重要性を強調〔21〕
16 中共中央、「食糧の計画買付けと計画供給についての
決定」を採択 (21〕
29 「日中貿易協定」、北京で調印〔18〕
1月
4 毛沢東、互助合作の重要性を再び強調〔21〕
15 中共中央、「油類の計画買付けの全国実施についての
決定」を作成〔21〕
12月
16 中共中央、「製業生産合作社の発展についての決議」
を作成〔21〕
28 中共中央、「（過渡期の総路線〉の学習・宣伝大綱」を
示達 (12〕
＊ （この年）民族識別工作本格化〔32〕
1954年1月
4 中共中央、政務院財経委員会の「1954年公私合営工業
拡大計画会議についての報告」と「10人以上の査本主
義工業を公私合営工業企業に段階的に改造することに
ついての意見」を批准〔l〕
9 『人民日報』、中共中央「農業生産合作社を発展させ
ることについての決議」を掲戟〔l〕
31 北京＝モスクワ間の直通列車、運行を開始〔2〕
2月
6 中共7届4中全会、北京で開催〔21〕
＊ 商尚．饒漱石事件発生〔1)
3月
11 (台湾）国民大会、「反乱鋲圧時期臨時条款」の継統
を決議〔2〕
4月
20 中国代表団、ジュネープに到芍〔3〕
27 中共中央政治局拡大会議、大区1級党政機構の撤廃を
決定〔21〕
29 中国とインド、「チベット＝インド間の通商・交通に
97 
ついての協定」を締結（「平和5原則」を提唱） (6〕
＊ 中共中央、 5カ年計画綱要小組を樹立〔13〕
6月
17 中国とイギリス、外交代表部設腔に合意〔13〕
28 中国とインド、「共同声明」を発表〔3〕
＊ 長江の洪水で1900万人が被災 (IO月まで）〔1〕
7月
13 中共中央、「市場管理の強化と私営商業の改造につい
ての指示」を示達〔21〕
16 (台湾）総統府、大陸光復設計委員会を設立〔20〕
22 胡風、文芸問題について30万字の意見書を中共中央に
提出 (2)
8月
6 中国キリスト教3自愛国運動委員会成立 (13〕
19 中央軍事委貝会、日本戦犯417人の特赦を発令〔24〕
20 人民政治協商会議拡大会議、「各民主党派・人民団体
9月
の台湾解放連合宣言」を採択〔l〕
2 政務院、「公私合営工業企業暫行条例」を採択 (21〕
3 金門で砲撃戦発生〔27)
9 政務院、「綿布の計画買付けと計画供給についての命
令」・「綿花の計画買付けについての命令」を採択〔1〕
15 全国人民代表大会、北京で開催〔l〕
20 「中華人民共和国憲法」公布〔1〕
10月
3 中国人民義勇軍、朝鮮から帰同〔3〕
12 中同とソ連、経済協力についての新協定に調印 (12〕
12月
2 アメリカ政府、国府と「米（華｝相互防衛条約」を締
結〔27〕
